
地方創生関連交付金事業の実施結果及び重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況

１　地方創生推進交付金事業
（１）交付金の概要

①　目的 地方公共団体による、それぞれの地域の実情に応じたまち・ひと・しごと創生に資する事業の効率的かつ効果的な実施を図る。
②　対象事業 （１）先駆性のある取組（先駆タイプ。５ヶ年度以内）

（２）先駆的・優良事例の横展開（横展開タイプ。３ヶ年度以内）
③　手続 地方公共団体は、対象事業に係る地域再生計画（５ヶ年度以内）を作成し、内閣総理大臣が認定
④　交付率 １／２
⑤　国予算額 1,000億円（令和元年度予算額）

（２）対象事業
○海辺の魅力づくりを通じた交流まちづくり推進事業
（当初計画）

平成28年度 備考

●前原・横渚海岸周辺利活用
計画の策定

横展開タイプとして採択

9,800

平成28年度 備考

121,000 33,000増

0 600増

0 5増

（平成29年５月変更後の計画）

平成28年度 令和元年度 令和２年度 備考

●前原・横渚海岸周辺利活用
計画の策定

●民間資金導入体制等構築
●緑化等景観整備
●空き店舗等の情報提供及び
チャレンジショップの開設支援
●プロモーション
●外国人観光客獲得に向けた
調査
●ＤＭＯ候補法人運営強化
●プロジェクトマネジメント体制
構築
●海辺における交流拠点空間
等の整備

●エリアマネジメントセンター
周辺の飲食・休憩施設整備
●エリアマネジメント組織運営
支援
●プロジェクトマネジメント体制
強化

先駆タイプとして採択

9,800 106,111 58,300

平成28年度 31年度 32年度 備考

121,000 165,000 187,000 77,000増

0 1,800 2,800 2,800増

0 10 15 15増

28,532 39,080 41,000 11,223増

事業目的 事業概要 29年度 30年度

　日本の渚百選「前原・横渚海岸」及び沿岸に形成された商
店街などの周辺地域について、健康づくりといった新たな魅
力づくりにより、従来の海水浴やサーフィンだけではなく、年
間を通じた市内外からの家族連れを含めた多様な利活用を
促進する。
　これにより、本市まち・ひと・しごと創生総合戦略において
基本認識として掲げる「交流」と「健やかさ」にあふれる地域
を創造するための拠点として海辺の活用を図るとともに、海
岸沿いに広がる中心市街地の賑わいを創出する。

　本市中心市街地に隣接する前原・横渚海岸及び東条海岸一
帯を中心に、安全で安心に海水浴を楽しむことができ、サーフィ
ンなどのマリンスポーツやビーチスポーツ、ウォーキング、海釣
り、ビーチセラピーをはじめとする多様なレクリエーション・健康
づくりに家族等で気軽に親しむことができる魅力ある環境を整備
し、鴨川市への入込客数を増加させる。
　また、市民会館周辺地域は、民間事業者を主体とした「健康づ
くり」等の利活用を見据えた拠点施設となる（仮称）前原・横渚海
岸ビジターセンターや（仮称）交流広場の整備も含めた、海辺の
まちづくりに係る検討・検証等を行うとともに、既成商店街及び
周辺地域における空き店舗等を活用しながら、海岸との回遊性
を高め、商業機能の回復や中心市街地における移住・定住を支
援する。

●前原・横渚海岸周辺の魅力
づくり推進委員会の開催
●マリンスポーツ等を中心とし
た多様なレクリエーション機会
の提供
●レクリエーション等の商品化
の方向性及び拠点施設に求め
られる機能の検証
●安全で安心な海水浴場の確
保
●空き店舗等物件情報の収
集・整理

●前原・横渚海岸周辺の魅力
づくり推進委員会の開催
●マリンスポーツ等を中心とし
た多様なレクリエーション機会
の提供
●レクリエーション等の拠点施
設の整備
●安全で安心な海水浴場の確
保
●空き店舗等の情報提供及び
チャレンジショップの開設支援

事業費（千円） （全体）47,264 18,832 18,632

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 事業開始時 29年度 30年度

前原海水浴場及び周辺サーフ
ポイントにおける入込客数（人）

110,000 132,000 143,000

海岸におけるレクリエーション
参加者数（人）

0 300 600

商店等として新たに活用された
空き店舗数（件）

0 0 5

事業目的 事業概要 29年度 30年度

　日本の渚百選「前原・横渚海岸」周辺を基点として、アク
ティブシニアを対象とした「良質な日常の提供」というコンセ
プトのもと、地域全体におけるウェルネスリゾートを実現す
る。さらには、外房地域での東京オリンピックにおけるサー
フィン競技開催を通じたサーフィンのまちとしての発信や、健
康に関心の高い日本在住の外国人及び訪日外国人をター
ゲットにしたインバウンドの拡大を目指す。
　また、同海岸周辺エリア全体の活性化により、観光客の消
費額の増加や海岸沿いに広がる中心市街地の賑わい創出
を図るとともに、同海岸を活用した健康づくりに関する体験
プログラムの開発やウェルネスツーリズムの促進を一層図
ることができれば、ブランドイメージ向上だけでなく、アクティ
ブシニアを主な対象とする鴨川版ＣＣＲＣ構想の実現を含め
た移住・定住を促す大きな要因になることから、これらを一
体として実現していく。

　合同会社鴨川市観光プラットフォーム（日本版ＤＭＯ候補法
人）を事業主体として、市内に立地する総合病院などと連携し、
安心・安全な海岸環境のもと、サーフィンなどのマリンスポーツ
等をはじめとする多様なレクリエーション・高付加価値な健康づく
り活動などのコンテンツを、年間を通じて提供していく。これらの
取組みと合わせ、同法人とともに、前原・横渚海岸及び東条海
岸一帯を中心に、「良質な日常の提供」をコンセプトとした
「WELLNESS BEACH（ウェルネスビーチ）」を形成する。
　また、市民会館周辺地域は、エリア活性化の拠点施設として、
民間資金も活用した（仮称）エリアマネジメントセンターや、海岸
を活用したコンテンツ提供等を担う（仮称）魅力体験広場の整備
も含めた、拠点機能の充実を図っていく。これらに合わせ、設置
スペースに適したサイズ等の選択が可能で、人の流れにも柔軟
に対応ができるコンテナショップによる実証や既成商店街及び
周辺地域における空き店舗等を活用したチャレンジショップの開
設支援などを図っていく。

●前原・横渚海岸周辺の魅力
づくり推進委員会の開催
●拠点整備方針の具現化及び
エリアマネジメント体制構築
●マリンスポーツ等を中心とし
た多様なレクリエーション機会
の提供
●海辺における交流拠点空間
整備に係る実証実験事業（コン
テナハウス実証実験事業）
●安全で安心な海水浴場の確
保
●空き店舗等物件情報の収
集・整理
●ＤＭＯ候補法人運営強化補
助

●前原・横渚海岸周辺の魅力
づくり推進委員会の開催
●マリンスポーツ等を中心とし
た多様なレクリエーション機会
の提供
●海辺における交流拠点空間
（（仮称）魅力体験広場）等の整
備
●安全で安心な海水浴場の確
保
●空き店舗等の情報提供及び
チャレンジショップの開設支援
●民間参入業者の選定
●プロジェクトマネジメント体制
強化
●ＤＭＯ候補法人運営強化

事業費（千円） （全体）324,767 84,513 66,043

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 事業開始時 29年度 30年度

前原海水浴場及び周辺サーフ
ポイントにおける入込客数（人）

110,000 132,000 143,000

海岸におけるレクリエーション
参加者数（人）

0 300 800

商店等として新たに活用された
空き店舗数（件）

0 0 5

観光消費額（百万円） 29,777 32,050 37,170

資料５
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（令和２年度事業）

計画額 実績額 うち交付金額

単位：円 単位：円 単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値
事業効果

（Ａ～Ｄの４段階）

指標①
前原海水浴場及び周辺サーフポ
イントにおける入込客数（人）

187,000 人 R2 52,030

指標②
海岸におけるレクリエーション参
加者数（人）

2,800 人 R3.3 3,649

指標③
商店等として新たに活用された空
き店舗数

15 件 R2.3 0

指標④ 観光消費額 41,000 百万円 R2

本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値
実績値を踏まえた

事業の今後について

令和２年度事業実績
指標 今後の方針

［エリアマネジメント組織運営支援］
フィッシャリーナ鴨川後背地において、施設の維持管理やイ
ベント開催のための人材育成、イベント運営等に係る経費に
対する補助を行った。

［プロジェクトマネジメント体制強化］
　「前原・横渚海岸周辺の魅力づくり計画」を推進するにあた
り、フィッシャリーナ鴨川後背地の運用にかかる試行事業運
営支援、施設整備にかかる設計支援、広報・マーケティング
活動支援等を行うため、本計画のプロジェクトマネジメントに
必要な支援業務を委託した。

※令和３年度に繰越
［エリアマネジメントセンター周辺の飲食・休憩施設整備費］
海辺エリア拠点整備工事　30,591千円

58,300,000 24,643,000 12,321,500

Ｂ：地方創生に相当程度効果
があった。
Ｄ：地方創生に効果がなかっ
た。

［所見］
　計画事業は概ね予定通り実
施した。
 　効果が一過性であり、官民
連携も不十分であった。

事業の継続

［所見］
繰越事業を適切に実施し、エリアマネジメントセンター周辺
の施設整備による拠点機能の充実を図るとともに、鴨川観
光プラットフォーム株式会社との連携により新たな人の流れ
を作り、海辺の魅力づくりを通じた交流まちづくりを推進す
る。
　

令和３年度予算額　30,591千円

今後の方針
・追加等さらに発展させる
・事業内容の見直し（改善）
・事業の継続
・事業の中止
・予定通り事業終了

額の算出に使用する千
葉県の観光データが定
まってないため未定

事業効果
A：地方創生に非常に効果的であった。
B：地方創生に相当程度効果があった。
C：地方創生に効果があった。
D：地方創生に効果がなかった。

2



（令和元年度事業）

計画額 実績額 うち交付金額

単位：円 単位：円 単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値
事業効果

（Ａ～Ｄの４段階）

指標①
前原海水浴場及び周辺サーフポ
イントにおける入込客数（人）

165,000 人 R1 76,993

指標②
海岸におけるレクリエーション参
加者数（人）

1,800 人 R2.3 601

指標③
商店等として新たに活用された空
き店舗数

10 件 R2.3 1

指標④ 観光消費額 39,080 百万円 R1 30,449

本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値
実績値を踏まえた

事業の今後について

令和元年度事業実績
指標 今後の方針

［前原・横渚海岸周辺の魅力づくり推進委員会の開催］
　前原・横渚海岸周辺の利活用に係る施策を総合的かつ計画的
に推進するため、鴨川市商工会、鴨川市観光協会、鴨川市漁業
協同組合、鴨川ライフセービングクラブ、城西国際大学観光学部
及び関係行政機関等で構成する「前原・横渚海岸周辺の魅力づく
り推進委員会」を設置し、会議を開催した。
・委員数　22人
・開催回数　8回

［民間資金導入体制等構築］
　民間事業者参入に向けた投資家及び専門家へのヒアリング及
びイベント開催、コワーキングスペース試運用などによる事業展
開の有効性の検証を行った。
　実施にあたっては、支援業務を委託

［空き店舗等の情報提供及びチャレンジショップの開設支援］
　鴨川市チャレンジショップ開設支援補助金を創設し、前原横渚海
岸周辺エリアにある空き店舗等を活用し、店舗等を開設する者に
対して支援を行った。

［外国人観光客獲得に向けた調査事業］
外国人観光客獲得に向け、効果的な誘客を図るために必要な調
査、分析を行った。

［DMO候補法人運営強化］
　　鴨川観光プラットフォーム株式会社に対し、運営強化のための
人件費、人材育成費、ＰＲ費の補助を行った

［プロジェクトマネジメント体制構築］
　「前原・横渚海岸周辺の魅力づくり計画」を推進するにあたり、関
連する付帯業務等の洗い出しや調査、フィッシャリーナ鴨川後背
地の活用方法の検討、ハード整備の設計支援、マーケティング活
動を行うための、プロジェクトマネジメントの支援業務を委託した。

[〈仮称〉魅力体験広場整備費]
　前原・横渚海岸における交流拠点の整備により、海辺の魅力を
高めることで、人の賑わいの創出を図ることを目的として整備を
行った。
整備内容//芝生広場（1,100㎡）/ホワイトサンドの砂場（300㎡）/
園路（375㎡）/植栽一式/照明・屋外コンセント設備一式/散水設
備一式

106,111,000 91,190,892 45,595,446

C：地方創生に効果があった。
　
[所見]
　概ね計画どおりに事業を実施し
たが、台風等の影響もあり、いず
れのKPIについても実績値は指標
値を下回った。観光消費額の実
績値は秋以降に公表の予定。

　事業の継続

［所見］
　計画を踏まえ、エリアマネジメントセンター周辺の施設整備によ
る拠点機能の充実を図るとともに、鴨川観光プラットフォーム株式
会社との連携により新たな人の流れを作り、海辺の魅力づくりを
促進する。
　

令和２年度予算額　58,300千円
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（平成30年度事業）

計画額 実績額 うち交付金額

単位：円 単位：円 単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値
事業効果

（Ａ～Ｄの４段階）

指標①
前原海水浴場及び周辺サーフポ
イントにおける入込客数（人）

143,000 人 H30 101,744

指標②
海岸におけるレクリエーション参
加者数（人）

800 人 Ｈ31.3 284

指標③
商店等として新たに活用された空
き店舗数

5 件 H31.3 0

指標④ 観光消費額 37,170 百万円 H30 30,322

本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値
実績値を踏まえた

事業の今後について

平成30年度事業実績
指標 今後の方針

　事業の継続

［所見］
　計画を踏まえた各種事業を着実に実施し、海岸周辺エリアの活
性化に結び付けていく。また、総合戦略の基本目標である観光入
込客数等の増加を引き続き図っていく。

令和元年度予算額　106,111千円

30,786,137

Ｃ：地方創生に効果があった。

［所見］
　概ね計画通りに事業を実施し
た。いずれの実績値も指標値を
下回ったが、海岸におけるレクリ
エーション参加者数は前年より大
幅に増加した。観光消費額の実
績値は秋以降に公表の予定。

［前原・横渚海岸周辺の魅力づくり推進委員会の開催］
　前原・横渚海岸周辺の利活用に係る施策を総合的かつ計画的
に推進するため、鴨川市商工会、鴨川市観光協会、鴨川市漁業
協同組合、鴨川ライフセービングクラブ、城西国際大学観光学部
及び関係行政機関等で構成する「前原・横渚海岸周辺の魅力づく
り推進委員会」を設置し、会議を開催した。
　・委員数　22人
　・開催回数　8回

［マリンスポーツ等を中心とした多様なレクリエーション機会の提
供］
「手ぶらでサーフィン体験プログラム」、「ビーチボックス設置」、「海
釣り＆漁師の嫁料理教室」及び「ビーチヨガ」等のマリンスポーツ
等のレクリエーション機会を試行的に提供した。
また、様々な主体に参画いただくための仕組みづくりとして、ワー
クショップを開催により、担い手の育成を行った。
実施にあたっては、支援業務を委託

［安全で安心な海水浴場の確保］
　海岸清掃を実施した。
　実施にあたっては、清掃業務を委託

［民間参入業者の選定］
　新たな拠点整備にあたり、民間事業者の参入に向けた条件整
理を行ない、参入候補事業者のリストアップを図った。
  実施にあたっては、支援業務を委託

［プロジェクトマネジメント体制強化］
　「前原・横渚海岸周辺の魅力づくり計画」を推進するにあたり、関
連する付帯業務等の洗い出しや調査等を実施し、活用方法の検
討を行うための、プロジェクトマネジメントの支援業務を委託した。

［DMO候補法人運営強化］
　　鴨川観光プラットフォーム株式会社に対し、運営強化のための
人件費、人材育成費、ＰＲ費の補助を行った

66,043,000 61,572,274
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（平成29年度事業）

計画額 実績額 うち交付金額

単位：円 単位：円 単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値
事業効果

（Ａ～Ｄの４段階）

指標①
前原海水浴場及び周辺サーフポ
イントにおける入込客数（人）

132,000 人 H29 111,022

指標②
海岸におけるレクリエーション参
加者数（人）

300 人 Ｈ30.3 33

指標③
商店等として新たに活用された空
き店舗数

0 件 H30.3 0

指標④ 観光消費額 32,050 百万円 H29 32,341

（平成28年度事業）

計画額 実績額 うち交付金額

単位：円 単位：円 単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値
事業効果

（Ａ～Ｄの４段階）

指標①
前原海水浴場及び周辺サーフポ
イントにおける入込客数（人）

121,000 人 H28 86,330

指標②
海岸におけるレクリエーション参
加者数（人）

0 人 Ｈ29.3 0

指標③
商店等として新たに活用された空
き店舗数

0 件 H29.3 0

［前原・横渚海岸周辺の魅力づくり推進委員会の設置、開催］
　前原・横渚海岸周辺の利活用に係る施策を総合的かつ計画的
に推進するため、鴨川市商工会、鴨川市観光協会、鴨川市漁業
協同組合、鴨川ライフセービングクラブ、城西国際大学観光学部
及び関係行政機関等で構成する「前原・横渚海岸周辺の魅力づく
り推進委員会」を設置し、会議を開催した。
　・委員数　22人
　・開催回数　３回

［拠点整備方針の具現化及びエリアマネジメント体制の構築］
①観光施策の企画・広報等を統一的に実施し、前原・横渚海岸周
辺の魅力づくりに関する計画における拠点整備方針の具体化や
全域の活性化を効果的に推進するため、その事業推進主体とし
て役割が期待される合同会社鴨川市観光プラットフォーム（現在
は、鴨川観光プラットフォーム株式会社）について、力強い事業推
進と持続可能な運営を実現できる体制を構築した。
　実施にあたっては、支援業務を委託
②前原・横渚海岸周辺の魅力づくりに関する計画の推進により鴨
川市全域の活性化を実現するため、試行的な取り組みや各種ア
ンケート結果及び観光戦略を総合的に検証した。
　実施にあたっては、検討等業務を委託

［海辺における交流拠点空間整備に係る実証実験事業（コンテナ
ハウス実証実験事業）］
　観光期間の長期化及び観光客の滞在時間の長時間化による宿
泊客の増加を図るため、グランピングが観光資源における新たな
切り口となるかの実証実験を行い、その活用を検討した。
　実施にあたっては、コンテナハウス等購入設置業務を委託

［安全で安心な海水浴場の確保］
①海岸清掃を実施した。
②前原海水浴場監視所を整備した。

［空き店舗等物件情報の収集・整理］
　新たに生じる人の流れに対応した商店等の立地を促進するた
め、貸出等が可能な空き店舗情報の収集及び整理を行った。
　実施にあたっては、空き店舗等の物件調査業務を委託

［ＤＭＯ候補法人運営強化補助］
　鴨川観光プラットフォーム株式会社に対し、運営強化のための
人件費、人材育成費、ＰＲ費、窓口改修費の補助を行った

84,513,000 81,887,184 40,943,592

Ｃ：地方創生に効果があった。

［所見］
　実績値と指標値に乖離あるもの
の、計画を踏まえた事業について
は概ね予定通り実施した。

　事業の継続

［所見］
　　計画を踏まえた各種事業を着実に実施し、指標値と実績値の
乖離を改善していく。また、総合戦略の基本目標である観光入込
客数等の増加を引き続き図っていく。

30年度予算額　98,434千円

本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値
実績値を踏まえた

事業の今後について

平成28年度事業実績

［前原・横渚海岸周辺利活用計画の策定及び広報活動の実施］
　前原・横渚海岸を核にフィッシャリーナからプロムナードを経て、
市民会館、市営プール、東条海岸に至るまでの一帯の利活用に
ついて、従来型の観光だけではなく、健康づくりなどの分野で新た
な交流を創出し、中心市街地との回遊性を高めるなど、地域が一
体となって市内外の多様な交流を促進する方策について検討し、
利活用に関する計画を平成29年２月に策定。これと併せ、シンポ
ジウム等を実施
　策定等にあたっては、コンサルティング業務を委託

・市民向けシンポジウム
　平成28年12月17日　参加者102名
・学生シンポジウム
　平成28年12月18日　参加者36名（市内大学生及び高校生、市職
員等）

※計画の検討にあたり、鴨川市商工会、鴨川市観光協会、鴨川
市漁業協同組合、鴨川ライフセービングクラブ、城西国際大学観
光学部及び関係行政機関等で構成する「前原・横渚海岸周辺の
魅力づくり検討委員会」を設置・開催
・委員数　18名
・開催回数　６回

9,800,000 9,720,000 4,860,000

Ｂ：地方創生に相当程度効果が
あった。

［所見］
　指標値は事業開始前の数値
（110,000人）から減少している
が、計画を策定したことで、総合
戦略の基本目標である定観光入
込客数等の増加等に向けた取組
みの基盤が整備された。

　追加等更に発展させる

［所見］
　計画を踏まえ、コンテナショップ等を活用したチャレンジショップ
の開設支援を盛り込むとともに、日本版ＤＭＯ候補法人として登録
された合同会社鴨川市観光プラットフォームを観光地域づくりやコ
ンテンツ提供の主体と想定し、エリアマネジメント体制の構築や運
営強化、さらには外国人観光客獲得に向けた取組みなどを追加
する。

29年度予算額　100,513千円

本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値
実績値を踏まえた

事業の今後について

平成29年度事業実績
指標 今後の方針

指標 今後の方針
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○鴨川市総合交流ターミナル「みんなみの里」の機能拡充計画
（計画）

平成29年度 備考

●農産物一次加工手順指導
及び衛生指導
●６次産業化支援
●安心安全な農産物の集荷シ
ステム構築

横展開タイプとして採択

5,000

平成29年度 32年度 備考

260,000 320,000 60,000増

0 1 3増

266 386 120増

（令和２年度事業）

計画額 実績額 うち交付金額

単位：円 単位：円 単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値
事業効果

（Ａ～Ｄの４段階）

指標① 施設全体の収入額 320,000 千円 R3.3 328,046

指標② 農商工連携による開発商品数 1 件 R3.3 5

指標③ 体験交流コンテンツの利用者数 386 千人 R3.3 236

（令和元年度事業）

計画額 実績額 うち交付金額

単位：円 単位：円 単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値
事業効果

（Ａ～Ｄの４段階）

指標① 施設全体の収入額 296,000 千円 R2.3 260,085

指標② 農商工連携による開発商品数 1 件 R2.3 0

指標③ 体験交流コンテンツの利用者数 326 千人 R2.3 212

［農産物一次加工手順指導及び衛生指導］
　農産物の加工品の研究及び開発を効率的に進めるため、開発
工房を活用した食品の製造及び販売に必要な衛生管理の整理を
実施した。
　実施に当たっては、加工関連支援業務を委託。

［６次産業化支援］
　生産者、製造業者、販売業者等に対する6次産業化の意識醸成
及び啓発を図るため、食品の製造及び販売を目的とした開発工
房利用者向けの必要要件の整理や、ルールの取りまとめを実施
した。
　実施に当たっては、６次産業化支援業務を委託。
　
［生鮮品等物流効率化実証］
　農産物等の販路拡大を見据え、高速路線バスの貨客混載によ
る効率的な生鮮品の集荷・出荷の手法等を検証した。
　実施に当たってjは、生鮮品等物流効率化実証業務を委託。

［高速バス等の実証運行］
　みんなみの里への集客等を促進するための手段の一つとして、
新たな高速バス運行の可能性について検証するため、同施設と
横浜駅を結ぶ高速バスの実証運行を実施した。
　実施に当たっては、当該業務を委託。

［空き家バンク運営強化］
　空き家バンクの機能強化を図るため、市内の空き家等の実態を
把握するとともに、今後の物件の活用意向等について、当該物件
所有者にアンケートを実施し、空き家バンクへの登録候補物件の
情報整理を行った。
　実施に当たっては、当該業務を委託。

C:地方創生に効果があった。

[所見]
　計画どおりに事業を実施した。
台風等の影響により施設全体の
収入額及び体験交流コンテンツ
の利用者数は減少した。

　事業の継続

　

令和２年度予算額　ー

32,000,000 27,108,036

令和元年度

　鴨川市総合交流ターミナル「みんなみの里」は、地域にあ
る多様な農村資源の活用による都市等との交流を図り、もっ
て地域農業の振興と活力ある地域の形成に資することを目
的として、郷土文化・地域産品の紹介や農業体験を通じた
都市住民との交流など、地域情報の発信基地として幅広い
活動を展開している。
　地方創生拠点整備交付金で改修等を行う同施設におい
て、現在利用できていない農産物等の活用を通じ、農家の
所得向上や新たな担い手としての雇用創出を図り、農村生
活の体験・交流を軸にして「生涯活躍のまち」推進も含めた
移住・定住につなげていくとともに、生産から加工、食の提供
までの一貫した、都市住民や外国人にとって魅力的な体験
交流機会の提供や公共交通の充実により、交流人口の増
加やインバウンド観光につなげていく。

　地方創生拠点整備交付金で改修等を行うみんなみの里を活
用して、加工等による農産物の高付加価値化を進めるためのノ
ウハウの蓄積等を図るとともに、農家等の収入向上と集客力の
強化に向け、首都圏への効率的な出荷と高速バスの運行まで
を見据えた物流・交流システムの構築、ＣＣＲＣの拠点として位
置づけている同施設を核とした体験交流、移住施策の展開を図
る。

●農産物一次加工手順指導及
び衛生指導
●６次産業化支援
●特別栽培等農産物認証取得
に向けた個別指導等（栽培責
任者及び確認責任者）
●みんなみの里を中心とした地
域グランドデザイン基本設計業
務
●大賀ハスの里整備・改修事
業
●ジビエの提供に向けた流通
体系の整備
●高速バス等の運行需要調査
●帰農者セミナー強化
●空き家バンク連携強化

●農産物一次加工手順指導及
び衛生指導
●６次産業化支援
●生鮮品等物流効率化実証
●高速バス等の実証運行
●空き家バンク運営強化

事業費（千円） （全体）81,500 44,500 32,000

事業目的 事業概要 30年度

30年度 31年度

施設全体の収入額　（千円）度］ 260,000 272,000 296,000

農商工連携による開発商品数
（件）

0 1 1

体験交流コンテンツの利用者
数（千人）

266 286 326

13,554,018

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 事業開始時

本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値
実績値を踏まえた

事業の今後について

令和元年度事業実績
指標 今後の方針

Ｂ：地方創生に相当程度効果が
あった。

［所見］
　施設全体の収入額及び農商工
連携による開発商品数ともに指
標値を上回る増加であった。体験
交流コンテンツの利用者数は前
年度より増加した。

事業の継続

令和２年度事業実績
指標

実績値を踏まえた
事業の今後について

今後の方針

本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値
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（平成30年度事業）

計画額 実績額 うち交付金額

単位：円 単位：円 単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値
事業効果

（Ａ～Ｄの４段階）

指標① 施設全体の収入額 272,000 千円 Ｈ31.3 284,513

指標② 農商工連携による開発商品数 1 件 Ｈ31.3 0

指標③ 体験交流コンテンツの利用者数 286 千人 H31.3 260

（平成29年度事業）

計画額 実績額 うち交付金額

単位：円 単位：円 単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値
事業効果

（Ａ～Ｄの４段階）

指標① 施設全体の収入額 260,000 千円 Ｈ30.3 178,641

指標② 農商工連携による開発商品数 0 件 Ｈ30.3 0

指標③ 体験交流コンテンツの利用者数 266 千人 H30.3 198

指標 今後の方針

本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値
実績値を踏まえた

事業の今後について

平成29年度事業実績

Ｂ：地方創生に相当程度効果が
あった。

［所見］
　計画事業は概ね予定通り実施
した。施設全体の収入額及び体
験交流コンテンツの利用者数は
前年度より増加した。

　事業の継続

［所見］
　施設の活性化や地方創生に資するため、計画を踏まえ着実に
事業を実施することで、施設の入込客数の増加にもつなげてい
く。
　

令和元年度予算額　32,000千円

本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値
実績値を踏まえた

事業の今後について

平成30年度事業実績

［農産物一次加工手順指導及び衛生指導］
　農産物の加工品の研究及び開発を効率的に進めるため、関係
者に対する加工手順指導及び衛生指導等を開発工房にて実施し
た。
　実施にあたっては、加工関連業務を委託

［６次産業化支援］
　生産者、製造業者、販売業者等に対する６次産業化の意識醸成
及び啓発を図るため、旬の農産物を活用した一般向け加工セミ
ナーを開発工房にて実施した。
　実施にあたっては、６次産業化支援業務を委託

［特別栽培等農産物認証取得に向けた個別指導等（栽培責任者
及び確認責任者）］
　安心・安全な農業生産により、鴨川市産農産物のブランド化及
び高付加価値化を図るため、化学合成された農薬及び肥料の使
用を低減する特別栽培農産物の生産に向けた実証実験を実施す
るとともに、農産物の安全性に関する食育イベント及び消費者リ
サーチを実施した。
　実施にあたっては、農産物高付加価値化支援業務を委託

［みんなみの里を中心とした地域グランドデザイン基本設計業務］
　総合交流ターミナルの地域における価値や可能性を改めて整理
し、同施設を中心に地域の特性や資源を最大限活用したグランド
デザインの構築を実施した。
　実施にあたっては、グランドデザイン基本設計業務を委託

［大賀ハスの里整備・改修事業］
　農村公園である大賀ハスの里の東屋・遊歩道の整備を実施し
た。
　・東屋整備　パーゴラ工　4m×4m×2.35m
　・遊歩道整備　路肩・舗装工　170m
　実施にあたっては、大賀ハスの里整備事工事を発注

［ジビエの提供に向けた流通体系の整備］
　捕獲駆除した有害獣の処理方法を見直し、駆除従事者の負担
軽減を図るため、現在稼働中の食肉処理施設「清澄山系ジビエ」
に冷凍庫を整備し、合わせて捕獲個体等の搬送用冷凍車２台を
配備することで、有害獣を資源として有効活用するための体制整
備を行った。
　実施にあたっては、鴨川市有害鳥獣対策協議会に野生動物有
効活用補助金を交付

［高速バス等の運行需要調査］
　みんなみの里の集客等を促進するための手段の一つとして、同
施設と首都圏を結ぶ新たな高速バスの運行を検証するため、実
証運行に向けた事前の需要調査等を実施した。
　実施にあたっては、鴨川地域公共交通活性化協議会に高速バ
ス等実証運行事業負担金を交付

［帰農者セミナー強化］
　鴨川市ふるさと回帰支援センターが主催する帰農者セミナーを
強化するため、関係機関が連携のうえ、ビニールハウスの構築イ
ベントの実施や、施設園芸を体験的に学ぶ機会の創出を図り、参
加者の意欲を向上させた。
　実施にあたっては、鴨川市農林業体験交流協会に帰農者セミ
ナー支援補助金を交付

44,500,000 42,316,160 21,158,080

指標 今後の方針

［農産物一次加工手順指導及び衛生指導］
　農産物の加工品の研究及び開発を効率的に進めるため、関係
者に対する加工手順指導及び衛生指導等を実施した。
　実施にあたっては、加工関連業務を委託

［６次産業化支援］
　生産者、製造業者、販売業者等に対する６次産業化の意識醸成
及び啓発を図るため、鴨川七里料理コンテスト及び有識者による
基調講演等のイベントを開催した。
　実施にあたっては、支援業務を委託

［安心安全な農産物の集荷システム構築］
　市内認定農業者等のＧＡＰ取得に向けた取組支援、農産物の出
荷に関する調査分析を実施した。
　実施にあたっては、集荷システム構築業務を委託

5,000,000 4,989,600 2,494,800

Ｂ：地方創生に相当程度効果が
あった。

［所見］
　施設工事の影響により、施設全
体の収入額や体験交流コンテン
ツの利用者は減少したものの、計
画を踏まえた事業については予
定通り実施した。

　事業の継続

［所見］
　機能拡充されたみんなみの里の活用を中心とし、計画を踏まえ
た事業を実施し、施設全体収入額や体験交流コンテンツの利用者
の増加を図っていく。

30年度予算額　49,500千円
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○スポーツを通じた地域の稼ぐ力応援計画
（計画）

平成30年度 備考

●スポーツ産業振興計画の策
定
●鴨川にふさわしいスポーツ
を考える講演会、シンポジウム
開催
●スポーツを通じ地域に人を
呼び込むコーディネーター招
致事業
●みんなが鴨川に集まる合
宿・大会等誘致事業

横展開タイプとして採択

28,137

平成30年度 備考

2 11増

1,000 10,000増

1 6増

（令和２年度事業）

計画額 実績額 うち交付金額

単位：円 単位：円 単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値
事業効果

（Ａ～Ｄの４段階）

指標① 総合運動施設利用者数 100 千人 R３.3 89

指標②
総合運動施設を利用した使用料
収入

21,000 千円 R３.3 9,006

指標③
本市において合宿等を実施した
全日本クラス以上又はプロス
ポーツの年間団体数

11 団体 R３.3 6

（全体）112,137 47,000 37,000

4 5

総合運動施設を利用した使用
料収入（千円）

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 事業開始時 令和元年度 ２年度

総合運動施設利用者数
（千人）

89

11,000 2,000 7,000

事業目的 事業概要 令和元年度 ２年度

本市において合宿等を実施し
た全日本クラス以上又はプロス
ポーツの年間団体数（団体）

5 2 3

　スポーツを通じた収益の増加だけではなく、トップレベルの
スポーツを身近に感じることができる環境づくりや、スポーツ
選手と市民との交流が継続して行なわれ、その機会が拡大
することにより、スポーツ選手の集まるまち、都市住民や外
国人にとっても魅力的なまちとしていく。これに合わせ、鴨川
観光プラットフォーム株式会社を通じた、スポーツツーリズム
や合宿等の誘致によって、市内への人の流れの拡大を目指
す。
　さらには、アクティブシニアを主な対象とした移住・定住を
進めるにあたって、「良質な日常を過ごし、健康で元気に活
躍」できる拠点として、鴨川版ＣＣＲＣ構想の一翼を担うもの
となる。本市では女性活躍の取組みも強く推進しているが、
特に、本市においては医療福祉産業従事者の割合が高く、
多くの女性が従事しており、女子サッカーチームの活躍を、
市内のみならず南房総地域全体における女性活躍の先進
的なモデルとしていく。

　スポーツを通じた地域産業の振興計画を策定し、地域外から
人の流れを作るための仕組みづくりを行う。そのなかで、受入の
面からスポーツコンベンション組織の構築を図っていくほか、先
進地におけるノウハウを取り入れながら、総合運動施設活用に
おける象徴となるようなトップチームを呼び込み、それらのチー
ムを見学するだけではなく、体験し、支え、地域を活性化していく
拠り所となる、これらの振興計画書づくりと、その円滑な実現を
めざし、試行的な事業展開を図る。また、高い競技レベルでの利
用が可能な施設の整備を図るとともに、地域において日常的に
スポーツを楽しめる交流拠点の形成を通じ、移住促進による地
域の活性化を図る。

●鴨川にふさわしいスポーツを
考える講演会、シンポジウム開
催
●スポーツを通じ地域に人を呼
び込むコーディネーター招致事
業
●みんなが鴨川に集まる合宿・
大会等誘致事業
●スポーツコンベンション組織
育成事業

●明日のスポーツを考える講
演会、シンポジウム開催
●みんなが鴨川に集まる合宿・
大会等誘致事業
●スポーツを通じ地域に人を呼
び込むコーディネーター招致事
業
●スポーツコンベンション組織
発展事業

事業費（千円）

本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値
実績値を踏まえた

事業の今後について

令和２年度事業実績
指標 今後の方針

［スポーツを通じた地域振興推進委員会の開催］
  日本ブラインドサッカー協会に委託し、スポーツによる地域
活性化等に資するため、障がい者等をまじえたユニバ―サ
ルスポーツやトップレベルのスポーツを身近に感じることが
できる環境づくり、スポーツ選手と市民との交流の機会を拡
大に向けての課題解決のきっかけとなるよう、市民向けシン
ポジウム等の企画・運営を行った。

［講演会、シンポジウム実施委託料］
  日本ブラインドサッカー協会に委託し、スポーツによる地域
活性化等に資するため、障がい者等をまじえたユニバ―サ
ルスポーツやトップレベルのスポーツを身近に感じることが
できる環境づくり、スポーツ選手と市民との交流の機会を拡
大に向けての課題解決のきっかけとなるよう、市民向けシン
ポジウム等の企画・運営を行った。

［より多くの合宿・大会等の誘致のためのPR活動、プロモー
ション委託料］
  一般社団法人ウェルネスポーツ鴨川へ委託し、交流人口
の増加や地域振興に資するため、2020東京オリンピック・パ
ラリンピック競技大会の気運醸成に向けた大会及びイベント
等を行った。また、「女子サッカーオランダ代表」をターゲット
に外国選手団等の事前キャンプを推進し、その関連情報の
提供や、対象とする国の所属競技団体が望む情報の収集と
本市の情報を踏まえた調整を行うほか、事前キャンプの成
功に向けた業務を円滑に行うとともに、各種機会を通じ、ス
ポーツをテーマに賑わうまちのきっかけづくりとした。

［コーディネーター賃金・旅費等］
  地域スポーツコミッションにおけるスポーツを通じた地域振
興及び集客に資するため、多方面への売り込みやイベント
等においてプロジェクトリーダー的な役割を担い、モニター企
画等、事業全体をコーディネートできる有能な人材と、それを
補助する人材の確保に係る経費を負担した。

［地域スポーツコミッション組織及び観光プラットフォーム等と
連携したスポーツによる集客システム構築委託料］
  一般社団法人ウェルネスポーツ鴨川へ委託し、「スポーツ
を通じた地域の稼ぐ力推進事業」による交流人口の増加に
資するため、地域外からの人の流れをつくる仕組みの実現
に向けた実証として、市内の自然環境を生かしたヘルスツー
リズムやアウトドアスポーツにおけるモニターツアーのほか、
市民の健康志向に対応したスポーツ教室、各種ＰＲ等を実
施し、地域スポーツコミッションが将来にわたり自走可能な
地域ビジネスモデルの確立に向け、様々な取組を試行的に
行った。

37,000,000 33,590,483 16,795,241

　

　事業の継続C:地方創生に効果があった。

[所見]
　計画どおりに事業を実施し
た。
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（令和元年度事業）

計画額 実績額 うち交付金額

単位：円 単位：円 単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値
事業効果

（Ａ～Ｄの４段階）

指標① 総合運動施設利用者数 93 千人 R2.3 98

指標②
総合運動施設を利用した使用料
収入

13,000 千円 R2.3 10,588

指標③
本市において合宿等を実施した
全日本クラス以上又はプロス
ポーツの年間団体数

7 団体 R2.3 3

令和元年度事業実績
指標 今後の方針

［鴨川にふさわしいスポーツを考える講演会、シンポジウム開催］
　スポーツによる地域活性化等に資するため、本市で展開するス
ポーツの定義を拡大する意味で大きな柱のひとつとなる障がい者
スポーツの普及をはじめ、総合運動施設の更なる活用策を実証
することを目的に、市の実施するパラスポーツイベントにおいて、
一般社団法人・ウェルネスポーツ鴨川と連携し、市民向けシンポ
ジウム等の企画・運営を行った。
　また、総合運動施設を有する本市の特性を生かし、産業の活性
化、交流の推進その他の地域振興を推進するためのスポーツに
ついて考えていこうと、鴨川市スポーツを通じた地域振興推進委
員会（委員数21名）を２回にわたり開催した。また、新たに策定し
た「スポーツを通じた地域振興基本計画」に基づく考え方の共有を
図り、事業展開に活かすため、意見聴取を行った。

［コーディネーター賃金・旅費等］
　地域スポーツコミッションにおけるスポーツを通じた地域振興及
び集客に資するため、一般社団法人・ウェルネスポーツ鴨川にお
ける、多方面への売り込みやイベント等においてプロジェクトリー
ダー的な役割を担い、モニター企画等、事業全体をコーディネート
できる有能な人材の確保と、それを補助する人材の確保に係る、
経費について負担した。

［合宿・大会誘致のためのPR活動、プロモーション］
　一般社団法人ウェルネスポーツ鴨川に委託し、交流人口の増加
や地域振興に資するため、2020東京オリンピック・パラリンピック
競技大会関連種目の大会及び合宿誘致を実証的に行い、その受
け入れ環境の整備を行った。また、「欧州女子サッカーチーム」を
はじめとする諸外国及び選手団等の事前キャンプ誘致を推進し、
その関連情報の提供や、対象とする国の所属競技団体が望む情
報の収集と本市の情報を踏まえた交渉、事前キャンプ誘致決定に
向けた業務行った。

［地域スポーツコミッション組織と連携したスポーツによる集客シス
テム構築委託料］
　一般社団法人ウェルネスポーツ鴨川に委託し、交流人口の増加
に資するため、地域外からの人の流れをつくる仕組みの実現に向
けた実証として、地域スポーツコミッション組織による、市内の自
然環境を生かしたヘルスツーリズムやモニターツアー、プロモー
ション等を実施し、併せて指定管理者制度の活用検討などを通
じ、将来にわたり自走可能な地域ビジネスモデルの確立に向けた
様々な試行的取組を行った。

47,000,000 45,321,736 22,660,868

B:地方創生に相当程度効果が
あった。

[所見]
　計画どおりに事業を実施した。
総合運動施設利用者数は実績値
が指標値を上回ったが台風等に
よる影響もあり、その他のKPIは
指標値を下回った。

　事業の継続

［所見］
　地域スポーツコミッション組織「一般社団法人ウエルネスポーツ
鴨川」と連携し、スポーツを核とした交流人口の増加を図るための
取組を推進する。

令和２年度予算額　37,000千円

本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値
実績値を踏まえた

事業の今後について
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（平成30年度事業）

計画額 実績額 うち交付金額

単位：円 単位：円 単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値
事業効果

（Ａ～Ｄの４段階）

指標① 総合運動施設利用者数 91 千人 Ｈ31.3 97

指標②
総合運動施設を利用した使用料
収入

12,000 千円 Ｈ31.3 12,743

指標③
本市において合宿等を実施した
全日本クラス以上又はプロス
ポーツの年間団体数

6 団体 H31.3 6

今後の方針

［スポーツ産業振興計画の策定］
  総合運動施設を有する本市の特性を生かし、スポーツを通じて
産業の活性化、交流の推進その他の地域振興を推進するため、
鴨川市スポーツを通じた地域振興推進委員会（委員数21名）を３
回にわたり開催、振興計画書の記載内容を検討し、スポーツを本
市の地域資源として捉え、健康・体力づくりや教育等スポーツの持
つ多面的な役割に産業に波及するスポーツの役割という視点を
加えて、先進地におけるノウハウを取り入れながら、振興計画書
を策定した。

［鴨川にふさわしいスポーツを考える講演会、シンポジウム開催］
　市民の意識醸成や振興計画書に様々な意見を反映させるため
スポーツを通じたまちづくりセミナーを開催した。

［スポーツを通じ地域に人を呼び込むコーディネーター招致事業］
　スポーツを通じた集客に資するため、計画書の策定作業等にお
いてプロジェクトリーダー的な役割を担い、また、多方面の売り込
みやイベント、モニター企画等、事業全体をコーディネートできる
有能な人材を雇用した。また、それを補助する人材を雇用した。

［みんなが鴨川に集まる合宿・団体等誘致事業］
　スポーツによる地域の交流人口の拡大に資するため、地域外か
らの人の流れをつくる仕組みの実現に向けた実証実験として、大
会・合宿の誘致に向けた宿泊施設の現状調査、地域資源を生か
し平時閑散期における試行的なツアーの企画、プロモーション、ス
ポーツアクティビティをテーマとしたパンフレットの作成等を行っ
た。また、総合運動施設の集客や地域活性化に資するため、東京
オリンピック・パラリンピック競技大会の機会を生かし、欧州女子
サッカーチームの事前キャンプの情報収集及び誘致活動を行っ
た。また、総合運動施設を使い、これから注目をされると思われる
パラ女子サッカーチームについても試行的な合宿を実施した。

28,137,000 27,599,448 13,799,724

A：地方創生に非常に効果的で
あった。

［所見］
　計画通りに事業を実施し、総合
運動施設利用者数、使用料収入
及び合宿等の利用者団体数のい
ずれも増加した。

　事業の継続

［所見］
　スポーツコンベンション組織の育成を図るなど、計画を踏まえた
事業を実施し、スポーツを楽しめる環境づくりの推進を図る。
　

令和元年度予算額　47,000千円

本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値
実績値を踏まえた

事業の今後について

平成30年度事業実績
指標
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２　地方創生拠点整備交付金事業
（１）交付金の概要

①　目的 地方公共団体による、地方の実情を尊重しながら、まち・ひと・しごと創生に資する施設整備等の取組を進める。
②　対象事業 未来への投資に向けて、地方公共団体の地方版総合戦略に基づく自主的・主体的な地域拠点づくりなどの事業
③　交付率等 １／２

④　国予算額 900億円（28年度第二次補正予算額）

（２）対象事業
①　鴨川市総合交流ターミナル「みんなみの里」の機能拡充計画

備考

交付金申請時の内容

平成28年度 32年度 備考

0 320,000 60,000増

0 1 3増

0 386 120増

（令和２年度事業）

計画額 実績額 うち交付金額

単位：円 単位：円 単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値
事業効果

（Ａ～Ｄの４段階）
今後の方針 今後の方針の理由

指標① 施設全体の収入額 320,000 千円 R3.3 328,046

指標② 農商工連携による開発商品数 1 件 R3.3 5

指標③ 体験交流コンテンツの利用者数 386 千人 R3.3 236

（令和元年度事業）

計画額 実績額 うち交付金額

単位：円 単位：円 単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値
事業効果

（Ａ～Ｄの４段階）
今後の方針 今後の方針の理由

指標① 施設全体の収入額 296,000 千円 R2.3 260,085

指標② 農商工連携による開発商品数 1 件 R2.3 0

指標③ 体験交流コンテンツの利用者数 326 千人 R2.3 212

令和２年度事業実績
本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値 実績値を踏まえた事業の今後について

指標

Ｂ：地方創生に相当程度効果が
あった。

［所見］
　施設全体の収入額及び農商工
連携による開発商品数ともに指
標値を上回った。体験交流コンテ
ンツの利用者数は前年度より増
加した。

事業の継続

事業目的 事業概要 施設・設備整備等の内容
全体事業終了後の
重要業績評価指標

　当該施設は、地域にある多様な農村資源の活用による都
市等との交流を図り、もって地域農業の振興と活力ある地域
の形成に資することを目的として、郷土文化・地域産品の紹
介や農業体験を通じた都市住民との交流など、地域情報の
発信基地として幅広い活動を展開している。既存施設を活
用した本事業によって、現在利用できていない農産品等の
活用を通じ、農家の所得向上や新たな担い手としての雇用
創出を図り、農村生活の体験・交流を軸にして「生涯活躍の
まち」推進も含めた移住・定住につなげていくとともに、生産
から加工、食の提供までの一貫した、都市住民や外国人に
とって魅力的な交流体験を提供することで、交流人口の増
加やインバウンド観光につなげていく。

　地域の埋もれた農産物資源の高付加価値化
と新たな商品開発を支援するため、農業生産、
郷土料理体験、農産品販売の拠点となっている
既存施設に隣接させる形で、加工を伴う開発工
房を整備する。また、既存施設において分散し
ている農産物等の直売機能を同一建物に統合
することで、より効率的な形態に改良するととも
に、現地で加工された原料を基にした郷土料理
体験を地元の多様な主体によって提供可能と
なるような形態に転換するため、抜本的な施設
内の配置換えを行う。
　そのうえで、移住・定住したアクティブシニアを
中心に、上記整備を踏まえた日常的な交流体
験活動を可能とするとともに、交流体験の現場
の紹介や移住・定住の相談、多世代にわたる地
元住民との交流等を一体的に提供可能な「生
涯活躍のまち」推進の拠点とするため、全天候
型の屋外交流サロンを整備する。
　また、開発工房に一次加工器具設備等、屋外
交流サロンにテーブル等、施設整備とあわせて
必要な備品類として整備する。

【開発工房の整備】
　農産物を素材とする商品の開発支援にあたり、次の機能を有
する施設を設置する。
・素材の一次加工及び二次加工による商品開発
・試作品及び商品の調理
・セミナー及びミーティングの実施
・素材及び商品等の保管
【既存施設の配置換え】
　里山景観を活かした癒しと憩いの空間を創造し、農産物や地
域物産等の展示紹介と郷土料理体験の提供をより魅力的なも
のとするため、既存施設である交流館と体験館の配置換え及
び内外装の一部を改修する。
【屋外交流サロンの設置】
　気軽に立ち寄りやすいよう開放的な形で日光や雨等を凌げる
程度の屋根を設置し、屋外交流サロンとして整備する。
【設計監理業務】
　上記施設整備に係る設計及び工事監理
【開発工房の備品類の整備】
工房新設に伴う備品類の整備
・加工及び厨房器具設備の整備
・保冷庫の整備
【屋外交流サロン及び開発工房セミナー室の備品類の整備】
　屋外交流サロン及び開発工房セミナー室における体験交流
活動に必要となるテーブル、椅子といった備品を整備する。

①施設全体の収入額　［320,000千円：平成32
年度］
②農商工連携による開発商品数　　［３件：平成
32年度］
③体験交流コンテンツの利用者数　　［386千
人：平成32年度］

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 事業開始時 29年度 30年度 31年度

施設全体の収入額　（千円）
度］

260,000 0 272,000 296,000

農商工連携による開発商品数
（件）

0 0 1 1

体験交流コンテンツの利用者
数（千人）

266 0 286 326

令和元年度事業実績
本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値 実績値を踏まえた事業の今後について

指標

C:地方創生に効果があった。

[所見]
　計画どおりに事業を実施した。
台風等の影響により施設全体の
収入額及び体験交流コンテンツ
の利用者数は減少した。

事業の継続

11



（平成30年度事業）

計画額 実績額 うち交付金額

単位：円 単位：円 単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値
事業効果

（Ａ～Ｄの４段階）
今後の方針 今後の方針の理由

指標① 施設全体の収入額 272,000 千円 Ｈ31.3 284,513

指標② 農商工連携による開発商品数 1 件 Ｈ31.3 0

指標③ 体験交流コンテンツの利用者数 286 千人 H31.3 260

（平成29年度事業）

計画額 実績額 うち交付金額

単位：円 単位：円 単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値
事業効果

（Ａ～Ｄの４段階）
今後の方針 今後の方針の理由

指標① 施設全体の収入額 260,000 千円 Ｈ30.3 178,641

指標② 農商工連携による開発商品数 0 件 Ｈ30.3 0

指標③ 体験交流コンテンツの利用者数 266 千人 H30.3 198

実績値を踏まえた事業の今後について

指標

本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値 実績値を踏まえた事業の今後について

指標
平成30年度事業実績

Ｂ：地方創生に相当程度効果が
あった。

［所見］
　計画事業は概ね予定通り実施
した。施設全体の収入額及び体
験交流コンテンツの利用者数は
前年度より増加した。

事業の継続

事業の継続 　推進交付金に係る事業の推進等により、
施設全体の収入額や体験交流コンテンツの
利用者の増を図る。

30年度予算額　―

平成29年度事業実績
本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値

［開発工房の整備］
　農産物を素材とする商品の開発支援にあたり、次の機能を有す
る施設を設置した。
・素材の一次加工及び二次加工による商品開発
・試作品及び商品の調理
・セミナー及びミーティングの実施
・素材及び商品等の保管
建物床面積：250㎡

［既存施設の配置換え］
　里山景観を活かした癒しと憩いの空間を創造し、農産物や地域
物産等の展示紹介と郷土料理体験の提供をより魅力的なものと
するため、既存施設である交流館と体験館の配置換え及び内外
装の一部を改修した。
・体験館
　（キッチン：50㎡・物販、レストラン：406㎡・テラス：148㎡）
・交流館（キッチン：23㎡・物販：150㎡）

［屋外交流サロンの設置］
　気軽に立ち寄りやすいよう開放的な形で日光や雨等を凌げる程
度の屋根を設置し、屋外交流サロンとして整備した。
屋根（パーゴラ）面積：150㎡

［設計監理業務］
　上記施設整備に係る設計及び工事監理を実施した。

［開発工房の備品類の整備］
　工房新設に伴う備品類を整備した。
・加工及び厨房器具設備の整備
・保冷庫の整備

［屋外交流サロン及び開発工房セミナー室の備品類の整備］
　屋外交流サロン及び開発工房セミナー室における体験交流活
動に必要となるテーブル、椅子といった備品を整備した。

196,528,000 194,150,980 96,055,981

Ｂ：地方創生に相当程度効果が
あった。

［所見］
　施設工事の影響により、施設全
体の収入額や体験交流コンテン
ツの利用者は減少したものの、施
設の機能拡充工事を実施したこ
とにより、指標となっている施設
全体の収入額や施設利用者の増
加に向けた基盤が整備された。
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②　里山オフィス整備事業

備考

交付金申請時の内容

平成28年度 31年度 32年度 備考

0 12 0 50増加

0 500 0 2,000増加

0 4 4 12増加

（令和２年度事業）

計画額 実績額 うち交付金額

単位：円 単位：円 単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値
事業効果

（Ａ～Ｄの４段階）
今後の方針 今後の方針の理由

指標① 移住・定住者数 12 人 R3.3 4

指標②
里山オフィス入居団体・企業等か
らの年間使用料収入

2,000 千円 R3.3 2,350

指標③
里山オフィス入居団体等による地
域との協働事業数

8 件 R3.3 2

（令和元年度事業）

計画額 実績額 うち交付金額

単位：円 単位：円 単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値
事業効果

（Ａ～Ｄの４段階）
今後の方針 今後の方針の理由

指標① 移住・定住者数 12 人 R2.3 4

指標②
里山オフィス入居団体・企業等か
らの年間使用料収入

2,000 千円 R2.3 2,808

指標③
里山オフィス入居団体等による地
域との協働事業数

8 件 R2.3 16

B:地方創生に相当程度効果が
あった。

[所見]
　移住定住者数及び協働事業数
は目標値に届いていないが、使
用料収入及び協働事業数ともに
目標値を上回り順調に推移して
いる。

事業の継続

令和２年度事業実績
本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値 実績値を踏まえた事業の今後について

指標

事業目的 事業概要 施設・設備整備等の内容
全体事業終了後の
重要業績評価指標

里山オフィス入居団体・企業等
からの年間使用料収入（千円）

0 0 1,500

里山オフィス入居団体等による
地域との協働事業数（件）

0 0 4

実績値を踏まえた事業の今後について

指標

　鴨川市は、ブランド米「長狭米」の産地であり、日本の棚田
百選「大山千枚田」や都市農村交流の拠点施設「みんなみ
の里」が立地しており、棚田の保全や都市農村交流等に取
り組む市内外の団体・個人が熱心に活動している。
　こうした活動を基盤とし、都心との近接性を活かして首都
圏企業の立地を促進しながら、地域の活性化に向けて活動
する団体又は企業等の集積をさらに進め、鴨川市総合交流
ターミナル「みんなみの里」の機能拡充及び鴨川版ＣＣＲＣ
推進事業等との連携のもとで、地域の活性化と相乗的に移
住・定住の促進を図る。

　旧大山小学校において、地区公民館が併設さ
れ地域住民のコミュニティ活動が間近で行われ
ている環境（校舎の一部を公民館として使用
中）を活かし、教室等未利用スペースを貸しオ
フィスとして整備するとともに、共用スペースを
整備する。
　また、効果促進事業として、入居団体等相互
又は地域との協働事業を促進するための環境
を整備する。

【里山オフィス整備工事】
・建築工事
　旧大山小学校における教室をオフィスとして改修するため、
各室に空調設備を取り付けるためのパネルの設置のほか、ド
アの改修及び床材の張り替え等を行うとともに、共用部分とし
て会議室等を整備する。
・電気設備工事
　オフィス化に伴う電気の容量増に対応するため、キュービク
ルを交換し、分電盤の増設等及び各室への回路・コンセント及
び電話配管の新・増設等を行う。
・機械設備工事
　各室に空調及び換気設備を設置するとともに、トイレ及び屋
内消火設備の改修を行う。
【設計監理】
　上記工事に係る設計及び監理業務を委託する。
【里山オフィスにおける協働事業の促進】
　里山オフィスにおける入居団体等相互の、又は都市農村交流
事業をはじめとして入居団体等と地域との協働による多様な事
業展開を促進するとともに、入居団体等と地域住民、移住希望
者等との交流の場として、また、市において（公民館の予約状
況に関わらず）入居希望団体等への説明や入居団体等との定
期的な打合せ等を実施できる環境を整備するため、共用ス
ペースにおけるミーティングテーブル、椅子、プロジェクター、ス
クリーン及びコピー機等の備品を整備する。

①移住・定住者数　［50人：平成31年度］

②里山オフィス入居団体・企業等からの年間使
用料収入　［2,000千円：平成31年度］

③里山オフィス入居団体等による地域との協働
事業数　４件／年

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 事業開始時 29年度 30年度

移住・定住者数（人） 0 0 38

令和元年度事業実績
本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値

B:地方創生に相当程度効果が
あった。

[所見]
　移住定住者数は目標値に届い
ていないが、使用料収入及び協
働事業数ともに目標値を上回り
順調に推移している。

事業の継続
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（平成30年度事業）

計画額 実績額 うち交付金額

単位：円 単位：円 単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値
事業効果

（Ａ～Ｄの４段階）
今後の方針 今後の方針の理由

指標① 移住・定住者数 38 人 H31.3 5

指標②
里山オフィス入居団体・企業等か
らの年間使用料収入

1,500 千円 H31.3 2,590

指標③
里山オフィス入居団体等による地
域との協働事業数

4 件 H31.3 15

（平成29年度事業）

計画額 実績額 うち交付金額

単位：円 単位：円 単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値
事業効果

（Ａ～Ｄの４段階）
今後の方針 今後の方針の理由

指標① 移住・定住者数 0 人 H30.3 0

指標②
里山オフィス入居団体・企業等か
らの年間使用料収入

0 千円 H30.3 0

指標③
里山オフィス入居団体等による地
域との協働事業数

0 件 H30.3 0

実績値を踏まえた事業の今後について

指標

事業の継続

本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値 実績値を踏まえた事業の今後について

指標
平成30年度事業実績

Ｂ：地方創生に相当程度効果が
あった。

［所見］
　移住・定住者数は厳しい数字で
あるが、使用料収入及び協働事
業数ともに目標値を超えている。

平成29年度事業実績
本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値

30年度予算額　―
［里山オフィス整備工事］
・建築工事
　旧大山小学校における教室をオフィスとして改修するため、各室
に空調設備を取り付けるためのパネルの設置のほか、ドアの改
修及び床材の張り替え等を行うとともに、共用部分として会議室
等を整備した。
・電気設備工事
　オフィス化に伴う電気の容量増に対応するため、キュービクルを
交換し、分電盤の増設等及び各室への回路・コンセント及び電話
配管の新・増設等を行った
・機械設備工事
　各室に空調及び換気設備を設置するとともに、トイレ及び屋内
消火設備の改修を行った
［設計監理］
　上記工事に係る設計及び監理業務を委託により行った。
［里山オフィスにおける協働事業の促進］
　里山オフィスにおける入居団体等相互の、又は都市農村交流事
業をはじめとして入居団体等と地域との協働による多様な事業展
開を促進するとともに、入居団体等と地域住民、移住希望者等と
の交流の場として、また、市において（公民館の予約状況に関わ
らず）入居希望団体等への説明や入居団体等との定期的な打合
せ等を実施できる環境を整備するため、共用スペースにおける
ミーティングテーブル、椅子、プロジェクター、スクリーン及びコ
ピー機等の備品を整備した。

69,738,000 68,653,574 34,326,166

Ｂ：地方創生に相当程度効果が
あった。

［所見］
　施設及び設備を整備し、指標で
ある移住・定住者の増加等に向
けた体制が整った。

事業の継続
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